
地域おこし協力隊　隊員インタビュー

地域おこし協力隊とは？

未来を拓く力になりたい。
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　与一くんを使った大田原の魅
力発信活動に取り組み、与一く
んを連れて市内の取材をしてい
ます。与一くんと地域の皆さん
の間に広がる笑顔の輪がうれし
く、やりがいを感じています！
　また、居住している両郷地区
の魅力発信も担当しています。

　大田原市内で活動している地域おこし協力隊のメンバーに、自身の活動内容について伺いました。

　地域おこし協力隊とは、人口減少や高齢化が進行す
る地方において、地域外の人材を積極的に誘致し、豊
かな自然環境や歴史、文化などの地域資源を活用し、
地域力の維持・強化を図ることを目的とする取組です。

　大田原市では、「大田原市に住む幸せを皆で再発見
し、市内外に発信していくとともに、地域に根差した
色々な仕事をつくり、地域を活性化させ、定住・定着
につなげていく」ことをメインテーマに、栃木県内最
多の 14 名の協力隊員を任用しています。

　過去４回も日本一に輝いた大
田原の星空をアピールしたいと思
い、今年の 10月に「星旅祭」と
いうイベントを企画しています。
　誰もが楽しめるようなイベン
トを地域の方々と一緒に創り上
げていきますので、皆さんご期
待ください。

　里山や田畑をはじめとした自
然の恵みと豊かな郷土、そして
多種多様な市民の皆さんの取り
組みに出会う毎日です。
　今後も大田原に根付く暮らし
や思いに耳を傾けながら、「自然
との共生」「対話の場づくり」を
キーワードに取り組みたいです。

　大田原にある地域資源を発掘
し、世界に向け発信していきた
いです。
　この地域の豊かな森林資源か
ら無限に算出されるセルロース
ナノファイバーは未来を創る夢
の素材であり、大田原をこのメッ
カにしたいです。
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　地域おこし協力隊の活動は、市ホームページや、地域おこし協力隊の Facebook
から発信していますので、ぜひチェックしてください。また、広報おおたわらの「地
域のひろば」のコーナーで、毎月活動レポートを掲載していきます。
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　アーティストとして、国内外で
の展覧会・ワークショップを行っ
てきました。その経験を生かし、
芸術文化研究所を中心に活動し
ていきます。
　芸術家の視点から地域に貢献
できればと思います。

　街中に気軽に足を運べる楽しいス
ポットを作るため、築65年の空き
店舗を改修しており、日々「古くて
新しい」発見に感動しています。
　大田原には、小さくても、次の
世代に伝えたいものがたくさん
あります。これからも、そんな場
所を見つけていきたいです。

　現在、市内 24 カ所のほほえみ
センターを回ったり、健幸ポイン
ト測定会のお手伝いをしたりし
ています。
　今年度も引き続きお邪魔しま
すので、「ハギちゃん」と気軽に
声をかけていただけると嬉しい
です。

　私の活動テーマは「手作り製品
の海外販路開拓」「子育てママの
働ける環境構築」「竹活用」など
です。
　現在は、10 月にふれあいの丘
にて開催予定の『星旅祭』と『竹
灯りをたくさん作って大田原市内
に飾る』企画に力を入れています。

　今年の１月から湯津上のアス
パラ農家で研修を始めています。
任期終了後にはアスパラ農家に
なるべく勉強を頑張りたいとお
もいます。
　また、里山再生活動にも参加し
ており、今後イベントなどでも活
動していきたいと思います。

　ほほえみセンターの活性化を
目標に活動しています。
　ほほえみセンターは介護予防
の拠点として、元気なお年寄りが
通うところです。大田原にしかな
いこの施設をもっと知ってもら
い、たくさんの方々に利用してほ
しいと思っています。

　今年２月にわな猟の免許を取得
し、講習や鳥獣被害対策実施隊の現
場に参加させていただきながら、狩
猟の知識やコツを習得しています。
　また、里山を用いた環境教育
や、地元の和紅茶の PR も行って
いきたいと考えています。

　現在、就農に向けて、湯津上の
アスパラ農家で研修を行ってい
ます。全くの未経験からのスター
トになりますので、覚えることが
たくさんあります。

　竹工芸の技を身に付けるため、
工房や教室などに通わせていた
だいており、竹工芸が想像以上に
手間暇かけて作られていること
に驚きました。
　大田原では親切な方にたくさ
ん出会えて本当に有り難いと感
じています。

西村　大喜 にしむら・だいき

　自身の社交性やエネルギーを
生かしていきたいです。
　大田原のような、芸術と親密
な関係であるまちで生活し、活
動ができることは、とても幸せ
なことだと思っています。
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